
　今回は、8月に重要文化財に指定された東京府・東京市行政文書について特集しました。
　10月からは「東京文化財ウィーク2014」が始まり、様々なイベントが開催されます。是非御参加いただき、東京の新
しい一面を発見してみてください。
　文化の秋、「東京文化財ウィーク2014」のガイドブックを片手に、お近くの文化財を訪れてみてはいかがでしょうか。
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１　神田下水の生い立ち
　明治10年（1877）以降、コレラが繰り返し我が国を襲い、明
治15年（1882）には、東京府下で死者5,000人を越える記録を残
すなど猛威をふるいました。その惨状を目の当たりにし、下
水道整備を痛感した明治政府は、東京府に対して、上下水
道の整備を促す「水道溝梁等改良の儀」を示達しました。
これを受け、内務省技師、石黒五十二が設計案を作成し、
オランダ人のヨハネス・デ・レーケの意見を聞いた上で設
計を固めました。そして、明治17年（1884）、当時から人口が
密集していた神田地区で下水道事業が開始されました。
　これが「神田下水」であり、一般市民の衛生や都市環境
を改善することを目的に、近代工学に基づいて建設された、
我が国初の近代下水道です。
　神田下水は、明治17年に現在のＪＲ神田駅周辺、18年
（1885）には、その東側で工事が実施されましたが、これ以降
の工事は財政上の理由により中止されました。

２　神田下水・文化財となる
　神田下水の特徴は、下水道管の断面が鳥の卵を逆さにし
た形、「卵形管」になっている点です。この卵形管は、煉瓦
造二重巻で内径は高さ４尺５寸（136.4cm）から３尺（90.9cm）、
幅は３尺から２尺（60.6cm）で、外側上部を除き約15cmのコン
クリートで固められています。
　卵形管は、管内に流れる下水の量が少ない場合であって
も下水の水深が深くなるため、流れの速さ（流速）を確保
することができます。これにより管内に蓄積するごみの量
が減るなど下水道管として合理的な断面をした形となって
います。
　当時建設された下水道の一部は、関東大震災や戦災をくぐ
り抜け、130年を経た現在でも、立派に下水道施設としての機
能を果たしています。
　このうち、現存する神田下水の一部（614m）が、平成６年３
月、東京都指定の文化財（史跡）に指定されました。
　また、平成25 年度には、土木学会選奨土木遺産にも選奨
されています。

東京都指定史跡の指定書（平成６年３月 22日）

３　130 周年を迎えて
　東京都下水道局では、今年度（平成26年度）神田下水が着
工から130年を迎えることを記念し、平成26年５月26日、その
内部を報道各社に向けて特別公開しました。

　神田下水から始まった東京の下水道は、下水道整備に
都民の強い要望が寄せられる中、高度経済成長と昭和39
年（1964）の東京オリンピック開催を追い風に整備が進め
られ、平成７年３月には区部の下水道普及率が 100％（概
成）を迎えることになりました。
　この先人たちの偉業を伝える貴重な近代土木遺産であ
る「神田下水」をこれからも適切に維持管理していく大
切さを今回、改めて痛感させられました。下水道局では
近隣の皆さまの御協力をいただきながら、神田下水を末
永く良好に保存・管理してまいります。

 

特別公開した神田下水の内部

４　神田下水と年表
1868 年　江戸を東京と改称
1871 年　岩倉使節団、ロンドン・パリの下水道を視察
1878 年　コレラが各地で流行
1882 年　東京・神田にコレラが発生
1884 年　神田下水（第一期）着工
1885 年　神田下水（第二期）着工
1886 年　財政難のため工事を打ち切り
1914 年　神田駅開業
1922 年　荒川区三河島に日本初の下水処理場が完成、
　　　　　運転を開始
1923 年　関東大震災
1941 年　太平洋戦争開戦
1945 年　東京大空襲
1994 年　東京都指定史跡に指定
1995 年　区部下水道 100％普及概成
2003 年　土木学会選奨土木遺産
2014 年　神田下水 130周年
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東京文化財ウィーク2014が始まります！

　東京文化財ウィークは、国の「文化財保護強調週間」に合わせて、
都内各地にある文化財を一斉に公開するとともに、文化財に関連
した企画事業もこの時期に集中的に実施しようとするものです。
９月下旬に配布予定の文化財ウィークのガイドブックには、文化
財ウィークに参加している公開文化財と企画事業の紹介が掲載さ
れています。
　また、現地では写真付ポストカードの形をした文化財に関する
解説カードを無料で配布しています。解説カードは現地等でしか
手に入れることができませんので、文化財を訪れた際に集めてみ
てはいかがでしょうか。
　この機会にガイドブックを見ながら文化財巡りをお楽しみくだ
さい。

東京文化財ウィークとは

東京文化財ウィーク2014が始まります！
「東京府・東京市行政文書」の重要文化財指定について
文化財を生かす（文京区・青梅市）
着工130周年！貴重な近代土木遺産　東京都指定史跡「神田下水」
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青梅市内の古民家

　青梅市には国と都の文化財に指定されている江戸時代
の古民家が５軒残されています。そのうち、「旧吉野家住
宅」（青梅市新町）と「福島家住宅」（青梅市沢井）は、江戸時
代に村の名主を代々務めた有力者の住宅で、東京都の有形
文化財に指定されています。
　「馬場家御師住宅」(青梅市御岳山)は武蔵御嶽神社の御師であ
る馬場氏の住宅で、東京都の有形文化財に指定されています。
　「旧稲葉家住宅」（青梅市森下町）は材木商や青梅縞(織物
の一種)などの仲買問屋を務めた稲葉氏の旧宅です。稲葉
氏は青梅宿の町年寄を務め、江戸にも支店を構えるなど、
青梅でも有数の豪商でした。この住宅は青梅の宿場商人の
住宅の様子をよく残しているため、東京都の有形民俗文化
財に指定されています。

「旧宮崎家住宅」

　ここまで御紹介した古民家はいずれも地域の有力者等
の住宅です。
　そして、今回御紹介する旧宮崎家住宅は他の住宅と異な
り、山村の一般農民が居住した農家です。元々は東京都と
埼玉県の境に近い山村であった北小曽木村(現在の青梅市
成木夕倉地区)にあった住宅でしたが、昭和52年（1977）に
青梅市へ寄贈され、昭和53年（1978）に国の重要文化財に
指定されました。同年から翌年にかけ、現在の青梅市郷
土博物館隣接地へ移築・復元しました。
　宮崎家住宅は古い農家の間取りとして多く残る「四間

型」よりもさらに古
い「広間型」と呼ば
れる間取りを持って
います。この間取り
を残した古民家は少
なく、大変貴重な存
在です。
　また、屋根も茅と
杉皮を交互に葺く「マ
ゼブキ（交ぜ葺き）」
と呼ばれる、この地
方独特の葺き方です。この葺き方はきれいな縞模様がで
きることから、別名「トラブキ（虎葺き）」とも呼ばれて
います。この屋根は時間の経過により傷んできたため、平
成20年（2008）から平成21年（2009）にかけて、全面葺き替
え修理を行いました。

古民家の活用

　「旧宮崎家住宅」は移築後に無料で一般公開を開始し、都
内では数少ない国指定重要文化財の古民家として多くの
来館者を集めています。内部には古い民具を設置し、囲炉
裏を焚くなどして、古民家での暮らしを感じてもらえるよ
うに通年公開しています。
　また、子ども達の社会科授業の一環としての見学も受け
付けており、博物館ボランティアの解説のもと、昔の家や、
そこでの暮らしぶりがどんなものだったかを学ぶ場とし
ても機能しています。その他に、郷土博物館へ職場体験に
やってくる中学生に宮崎家の管理を一日体験してもらい、
古民家の管理という貴重な体験を学習に役立ててもらっ
ています。

「旧宮崎家住宅」
所在地：青梅市駒木町１－６８４(釜の淵公園内)
公開時間：午前10時～午後５時（冬期は午前10時～午後４時）
休館日：月曜日（月曜日が祝祭日の場合は開館し、翌平日が
　　　  休館日）、年末年始
ＨＰ：http://www.ome-tky.ed.jp/kyodo/miyazakike.html
アクセス：ＪＲ青梅線「青梅」駅下車徒歩約15分／「青梅」駅
　　　  　から都バス（「駒木町循環」（梅77系統））で「郷土博
　　　  　物館入口」下車徒歩約５分
お問合せ：青梅市郷土博物館(電話：0428-23-6859)

現代に生きる古民家
国指定重要文化財「旧宮崎家住宅」

文化財を生かす（青梅市）文化財を生かす（文京区）

旧宮崎家住宅（移築前）

石碑に学ぶ地域の歴史

　

現在の旧宮崎家住宅

旧宮崎家平面図

こ

文京区内に所在する石碑

　文京区には、寺社境内、庭園・公園・学校の敷地内、あるい
は街角などに多くの石碑があります。時代の移り変わりの
中で失われた石碑も数多いと考えられますが、総数は新旧
とりまぜて300基ほどの石碑が残されているとみられます。
それぞれの石碑は固有の歴史的背景をもとにつくられたも
ので、地域の歴史を知る上では、いずれも貴重な資料です。
　ここでは、今年３月１日付で区指定有形文化財（歴史資
料）に指定した二つの石碑を紹介いたします。

徳川斉脩の漢詩碑

　この石碑は、筑波大学東京キャンパス内にあります。碑
文を書いたのは水戸藩第８代藩主徳川斉脩（1797～1829）
です。江戸時代後期の文政11年（1828）頃につくられまし
た。この石碑がある筑波大学東京キャンパスは、江戸時代
には水戸徳川家の分家大名である守山藩松平家の上屋敷
がありました。そこになぜ水戸藩主が石碑を建てたので
しょうか。実は、石碑を建てた前年の文政10年に、水戸藩の
上屋敷（今の小石川後楽園・東京ドームシティの場所）が火

事で焼けてし
まい、斉脩ら
は、一時的な避
難先として守
山藩上屋敷に
仮住まいをし
ました。碑に
は、守山藩上屋
敷内の庭園（占
春園）をたたえ
る漢詩が刻ま
れていますが、
そこには、避難
先を提供して
くれたことに
対する斉脩の
感謝の意を読
み取ることが
できます。

名　称：徳川斉脩の漢詩碑
所在地：文京区大塚3-29-1　筑波大学東京キャンパス
アクセス：地下鉄丸ノ内線「茗荷谷」駅下車徒歩3分

向岡記碑

　この石碑は、東京大学浅野キャンパス内にあります。碑
文を書いたのは、徳川斉脩の弟で、水戸徳川家を継ぎ、幕末
の政治史に大きな影響を与えた人物である徳川斉昭（1800
～1860）です。
　造られたのは、「徳川斉脩の漢詩碑」とほぼ同時期と推定
されます。石碑があるこの場所は、江戸時代には水戸藩の
中屋敷でした。分家の屋敷（守山藩上屋敷）に避難した兄の
斉脩に対して、弟の斉昭は自家の中屋敷に避難しました。
その庭園内に石碑を建てたのです。
　石碑に刻まれた「向岡記」という文章は、とても難解です
が、建てられた場所（向岡）の景観のほか、江戸の開発以降
の景勝地の創出や石碑の建立について、斉昭の考えが記さ
れています。なお、碑文の中の「弥生」という文字から、現在
の「弥生」という地名が生まれたとされています。明治17年
（1884）にこの地域で発見された土器は、のちに発見場所の
町名（向ケ岡弥生町）をとって「弥生式土器」と呼ばれるよ
うになりました。したがって、「弥生式土器」や考古学上の
時代区分である「弥生時代」の名称の由来は、間接的に「向
岡記碑」に求められるといえます。

名　称：向岡記碑
所在地：文京区弥生2-11-16　東京大学浅野キャンパス　
　　　  情報基盤センター敷地内
アクセス：地下鉄千代田線「根津」駅下車徒歩6分

　この二つの石碑は、ともに「寒水石」という、茨城県内で
産出される結晶質石灰岩（大理石）でつくられています。長
い年月の間、酸性雨や排気ガス等により、傷んできていま
すが、いずれも所有者や関係者によって現在まで伝えられ
てきたものです。ともに見学ができますので、身近な文化
財である石碑にふれて、地域の歴史を感じていただきたい
と思います。また、区教育委員会では区内に残された石碑
等の調査を進め、重要なものについては文化財指定を進め
ていきます。

お問合せ：文京区教育委員会教育推進部庶務課
　　　　 （電話：03-5803-1305）

徳川斉脩の漢詩碑

向岡記碑

きゅう    よし       の           け      じゅう 

たくたく ふく     しま        け      じゅう   たく

  ば          ば       け        お        し    じゅう   たく

きゅう    いな      ば          け      じゅう   たく

きゅう  みや     ざき       け      じゅう    たく
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